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プラグインの更新

このガイドでは、FileMaker® Server の自動更新機能の使用方法を説明します。 自動更新機能は、
FileMaker Pro

 
データベースクライアントによってコンピュータ上に最新のプラグインソフトウェアが

インストールされるようにします。 FileMaker Pro データベースファイルに保存されたユーザ定義スクリ
プトに Auto Update 関数を含めることにより、FileMaker Server からプラグインをダウンロードすること
ができます。 以降のセクションでは、自動更新機能、スクリプトの例、および Auto Update 関数につい
て説明します。 

このガイドでは、読者が、フィールドとスクリプトの定義方法、および FileMaker Pro データベース
ファイルでのプラグインの使用方法を理解していることを想定しています。

プラグインの作成の詳細については、『FileMaker Pro Advanced デベロップメントガイド』 の「サード
パーティ FileMaker プラグインの開発」を参照してください。 「FileMaker Pro Advanced」CD には、ユー
ザが独自の外部関数に利用できるサンプルのプラグインプロジェクトが用意されています。

クライアント /サーバー環境に FileMaker Pro データベースを配布する場合、データベースにアクセス
する各クライアントコンピュータに、データベースで必要な任意のプラグインをインストールできます。 
プラグインに変更を加えた場合は、データベースにアクセスするすべてのクライアントコンピュータ
に、更新されたプラグインを配布する必要があります。 大規模な組織では、多くのクライアントコン
ピュータを手動で更新するには時間がかかる可能性があります。 FileMaker Server で使用できる自動更新
機能を使用すると、更新されたファイルを自動的にダウンロードすることができます。

次の図は、自動更新機能を使用して、データベースに必要なプラグインの有無をクライアントコン
ピュータとサーバーコンピュータの両方で確認する方法の１つを示します。
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自動更新を正常に機能させるには、次の作業が必要です。

1.  各 FileMaker Pro クライアントで Auto Update プラグインがインストールされ、有効であることを確認し
ます。 

2.  Auto Update プラグインによって提供される外部関数を呼び出すようにデータベースを設定します。 
これらの関数は、必要なプラグインの有無とバージョンをクライアントコンピュータとサーバーコン
ピュータの両方で確認し、必要に応じてプラグインをダウンロードします。

3.  FileMaker Server で自動更新機能をオンにするようサーバー管理者に依頼します。 この機能は、
FileMaker Server Admin Consoleの、[データベースサーバー ] > [FileMaker Pro クライアント ] タブをク
リックし、次に [FileMaker Pro クライアントによって更新を自動的にダウンロードできるようにする ] 

を選択することによって有効にできます。 

4.  FileMaker Server 管理者にプラグインを渡し、プラグインをサーバーコンピュータ上の「AutoUpdate」
フォルダに配置して、必要に応じてダウンロードできるようにします。 

メモ   Mac OS では、次のような場合には、FileMaker Server コンピュータの「Auto Update」フォルダに
置く前に、プラグインファイルを .tar 形式に変換する必要があります。 

1 サーバーコンピュータが Windows を実行している 

1 プラグインがリソースフォークを含む古い形式である (プラグインベンダに確認してください )

上記のいずれかが当てはまる場合には、 9ページの「リソースフォークを持つ Mac OS プラグインの自
動更新のための準備」のセクションを参照してください。

エラー : プラグインがインストール
されていないか、無効になっている

クライアントコン
ピュータで Auto Update 
プラグインが有効に
なっているか

必要な 
プラグインがクライアン
トコンピュータにインス
トールされているか

プラグインのバー
ジョンは正しいか

必要な 
プラグインがサーバーコ
ンピュータにインストー
ルされているか
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自動ダウンロードの動作方法
自動更新機能は、次の２つの状況を処理することによって、クライアントが最新のプラグインを使用で
きるようにします。 

1 クライアントが初めてデータベースを開き、データベースに必要なプラグインがクライアントコン
ピュータ上に存在しない状況

1 クライアントが以前にデータベースを開いたことがあっても、必要なプラグインの古いバージョンが
インストールされていて、更新が必要な状況

次のセクションでは、クライアントコンピュータ上にプラグインがインストールされていない場合、
またはプラグインが古い場合の一般的な処理の順序について説明します。

必要なプラグインがクライアントコンピュータにインストールされていない場合
クライアントが FileMaker Pro を起動して、FileMaker Server でホストされたデータベースを開こうとする
と、 データベースで定義されているスクリプトによって、Auto Update の外部関数が次の順序で実行され
ます。 

1.  外部関数 FMSAUC_Version が実行され、FileMaker Pro クライアントコンピュータ上で使用可能な Auto 

Update プラグインの名前とバージョンが返されます。 プラグイン情報が返されない場合は、クライア
ントコンピュータにプラグインがインストールされていないか、または無効になっていると想定され
ます。

2.  外部関数 YourPlugIn_Version が実行され、データベースで使用されるクライアントコンピュータプラグ
インの名前とバージョンが返されます。 プラグインのバージョン情報が返されない場合は、クライア
ントコンピュータにプラグインがインストールされていないか、または無効になっていると想定され
ます。

3.  外部関数 FMSAUC_FindPlugIn が実行され、サーバーの「AutoUpdate」フォルダとデフォルトのデータ
ベースフォルダでプラグインバージョンが検索されます。 この関数は、使用可能なすべてのプラグイ
ンバージョンをスペースで区切った文字列を返します。

4.  YourPlugIn_Version 関数によって返されたバージョンが文字列内で検索されます。 YourPlugIn_Version に
よってバージョン情報が返されないときは、多くの場合、サーバー上のバージョンの方がクライアン
トコンピュータ上のプラグインのバージョンよりも大きいことが理由です。 

5.  最新のプラグインバージョンを返すオプションが有効な場合は、外部関数 FMSAUC_UpdatePlugIn が実
行され、必要なプラグインがユーザの FileMaker「Extensions」フォルダに次のように配置されます。 

開始の際、FileMaker Pro は現在のユーザの FileMaker「Extensions」フォルダに格納されているプラグ
インを最初にロードします。 もし必要なプラグインが見つからなかった場合、FileMaker Pro は、
FileMaker Pro アプリケーションの「Extensions」フォルダ内でそのプラグインを検索します。

オペレーティングシステム : プラグインの保存先フォルダ :

Windows XP C:￥Documents and Settings￥ユーザ名￥Local Settings￥Application Data￥
FileMaker￥Extensions￥

Windows Vista C:￥users￥ユーザ名￥AppData￥Local￥FileMaker￥Extensions￥

Windows7 C:￥users￥ユーザ名￥AppData￥Local￥FileMaker￥Extensions￥

Mac OS X Macintosh HD/ユーザ /ユーザ名 /ライブラリ /Application Support/FileMaker/
Extensions/
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注意

1 プラグインを要求するには、名前とバージョン番号をスペースで区切って指定します。 スペースは関
数の区切り文字として使用されるため、プラグイン名やバージョンに埋め込みスペースを含めること
はできません。

1 Auto Update 関数を使用して Auto Update プラグイン自体をアップデートしないでください。このよう
に使用すると、環境が不安定になったり、クラッシュする場合があります。

クライアントコンピュータ上の必要なプラグインが古い場合
クライアントが FileMaker Pro を起動して、FileMaker Server でホストされたデータベースを開こうとする
と、 データベースで定義されているスクリプトによって、Auto Update の外部関数が次の順序で実行され
ます。 

1.  外部関数 FMSAUC_Version が実行され、FileMaker Pro クライアントコンピュータ上で使用可能な Auto 

Update プラグインの名前とバージョンが返されます。 プラグイン情報が返されない場合は、クライア
ントコンピュータにプラグインがインストールされていないか、または無効になっていると想定され
ます。

2.  外部関数 YourPlugIn_Version が実行され、データベースで使用されるクライアントコンピュータプラグ
インの名前とバージョンが返されます。 プラグインのバージョン情報が返されない場合は、クライア
ントコンピュータにプラグインがインストールされていないか、または無効になっていると想定され
ます。

3.  外部関数 FMSAUC_FindPlugIn が実行され、サーバーの「AutoUpdate」フォルダとデフォルトのデータ
ベースフォルダでプラグインバージョンが検索され、使用可能なすべてのプラグインバージョンの一
覧を示す文字列が返されます。

4.  YourPlugIn_Version 関数によって返されたバージョンが文字列内で検索されます。 この場合は、サー
バーのプラグインバージョンの方がクライアントバージョンより新しいため、サーバー上のバージョ
ンの方がクライアントコンピュータ上のプラグインのバージョンより大きくなります。

5.  外部関数 FMSAUC_UpdatePlugIn が実行され、必要なプラグインがユーザの FileMaker「Extensions」
フォルダに配置されます。 

古いプラグインは、「Extensions￥Saved」フォルダに移動されます。 

開始の際、FileMaker Pro は現在のユーザの FileMaker「Extensions」フォルダに格納されているプラグ
インを最初にロードします。 もし必要なプラグインが見つからなかった場合、FileMaker Pro は、
FileMaker Pro アプリケーションの「Extensions」フォルダ内でそのプラグインを検索します。

オペレーティングシステム : プラグインの保存先フォルダ :

Windows XP C:￥Documents and Settings￥ユーザ名￥Local Settings￥Application Data￥
FileMaker￥Extensions￥

Windows Vista C:￥users￥ユーザ名￥AppData￥Local￥FileMaker￥Extensions￥

Windows7 C:￥users￥ユーザ名￥AppData￥Local￥FileMaker￥Extensions￥

Mac OS X Macintosh HD/ユーザ /ユーザ名 /ライブラリ /Application Support/FileMaker/
Extensions/
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リソースフォークを持つ Mac OS プラグインの自動更新のための
準備
Mac OS 上の FileMaker Server は、圧縮されていない Mac OS プラグインをクライアントへダウンロード
するために、一時的に .tar 形式に変換します。 ただし、この自動変換ではリソースフォークが削除され
ます。そのため、リソースフォークを持つプラグインは、クライアントで使用できなくなる場合があ
ります。

リソースフォークを含む Mac OS プラグインの場合、自動更新で正しく動作するようにするために、次
のような特別な処置が必要です。

1 FileMaker Server に置く前に、プラグインを手動で圧縮する必要があります。

1 このプラグインを自動更新する Mac OS FileMaker Pro クライアントには、プラグインを自動的に展開
する StuffIt Expander がインストールされている必要があります。

リソースフォークを含むプラグインを手動で圧縮するには、次の操作を行います。

1.  StuffIt Standard のようなサーパーティのユーティリティを使用して、Mac OS のプラグイン全体を、
.sitx アーカイブのような単一のファイルに圧縮します。出力ファイルが StuffIt Expander で自動的に展
開できる限り、リソースフォークを含むファイルを圧縮する任意のユーティリティを使用できます。

2.  .sitx またはその他の拡張子の付いた圧縮ファイルの最後を .tar に変更します。 たとえば、プラグインの
名前が「test.fmplugin」で、圧縮されたファイルの名前が「test.fmplugin.sitx」である場
合には、圧縮されたファイルの名前を 「test.fmplugin.tar」に変更します。

3.  圧縮されたプラグインをサーバーコンピュータの適切なフォルダに保存します。  9ページの
「FileMaker Server 上でのプラグインの保存場所」を参照してください。 

重要   特別に圧縮されたプラグインを展開するためには、Mac OS クライアントコンピュータに StuffIt 

Expander をインストールしておく必要があります。自動更新は、プラグインのダウンロード後に、StuffIt 

Expander を自動的に呼び出します。

FileMaker Server 上でのプラグインの保存場所
プラグインは、サーバー上の次のフォルダに保存する必要があります。 

プラグインが含まれるサブ
フォルダは、プラグインの
バージョン番号と同じ名前
にする必要があります。

プラグイン

「AutoUpdate」フォルダ

プラグインの親フォルダ

プラグインファイルが含ま
れるサブフォルダ

プラグインの親フォル
ダは、プラグインと同
じ名前にする必要があ
ります。

プラグインフォルダの構成の概要



10     FileMaker Server プラグインの更新ガイド

Windows
Windows サーバー上にプラグインファイルを保存するには、「AutoUpdate」フォルダ内に、プラグイン
と同じ名前のフォルダと、プラグインの各バージョン用のサブフォルダを作成します。プラグインは、
該当するバージョンのサブフォルダに保存します。

例 :

C:￥Program Files￥FileMaker￥FileMaker Server￥Data￥Databases￥AutoUpdate
￥FMS_Sample_PlugIn￥1.0￥

C:￥Program Files￥FileMaker￥FileMaker Server￥Data￥Databases￥AutoUpdate
￥FMS_Sample_PlugIn￥1.0￥FMS_Sample_PlugIn.fmx 

C:￥Program Files￥FileMaker￥FileMaker Server￥Data￥Databases￥AutoUpdate
￥FMS_Sample_PlugIn￥1.0￥FMS_Sample_PlugIn.fmplugin.tar 

C:￥Program Files￥FileMaker￥FileMaker Server￥Data￥Databases￥AutoUpdate
￥FMS_Sample_PlugIn￥2.0￥FMS_Sample_PlugIn.fmx 

C:￥Program Files￥FileMaker￥FileMaker Server￥Data￥Databases￥AutoUpdate
￥FMS_Sample_PlugIn￥2.0￥FMS_Sample_PlugIn.fmplugin.tar

メモ   Mac OS 用のプラグインを Windows サーバー上に保存して Mac OS クライアントで使用できるように
する場合は、.tar アーカイブ形式で保存する必要があります。 この形式を使用してファイルをアーカイブ
する方法の詳細については、Mac OS のターミナルアプリケーションを起動して、プロンプトで “man 

tar” と入力します。9ページの「リソースフォークを持つ Mac OS プラグインの自動更新のための準備」
を参照してください。

Mac OS
Mac OS サーバー上にプラグインファイルを保存するには、「AutoUpdate」フォルダ内に、プラグインと
同じ名前のフォルダと、プラグインの各バージョン用のサブフォルダを作成します。プラグインは、
該当するバージョンのサブフォルダに保存します。

例 :

/Library/FileMaker Server/Data/Databases/AutoUpdate/FMS_Sample_PlugIn
/1.0/

/Library/FileMaker Server/Data/Databases/AutoUpdate/FMS_Sample_PlugIn
/1.0/FMS_Sample_PlugIn.fmx

/Library/FileMaker Server/Data/Databases/AutoUpdate/FMS_Sample_PlugIn
/1.0/FMS_Sample_PlugIn.fmplugin.tar

/Library/FileMaker Server/Data/Databases/AutoUpdate/FMS_Sample_PlugIn
/2.0/FMS_Sample_PlugIn.fmx

/Library/FileMaker Server/Data/Databases/AutoUpdate/FMS_Sample_PlugIn
/2.0/FMS_Sample_PlugIn.fmplugin.tar
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重要   Mac OS 上でプラグインを正常に機能させるには、プラグインと、プラグインが保存されている
フォルダに、次のファイルアクセス権が設定されている必要があります。

Mac OS サーバー上のプラグインファイルの権限を変更するには、次の操作を行います。

1.  ターミナルアプリケーション（[ハードディスク ]/アプリケーション /ユーティリティ /ターミナル）
を起動します。

2.  アクセス権を変更するファイルまたはフォルダの親フォルダに移動して、コマンドラインで次のコマ
ンドを入力します。

chmod g+rx <ファイル名またはフォルダ >

または

chmod g+wrx <ファイル名またはフォルダ >

スクリプトとプラグインでは、グループの読み込み、および実行のビットが有効になっている必要が
あるため、g+rx が必要です。 g+wrx 形式を使用して、書き込みアクセス権も許可します。 環境設定や
追加ファイルのフォルダを使用するプラグインやスクリプトでは、それらのファイルやフォルダへの
書き込みアクセス権が必要になる場合があります。

データベースでの自動更新機能の設定
データベースで自動更新機能を設定するには、複数の方法があります。 このガイドでは、簡単なスクリ
プトステップとグローバルフィールドを使用する方法を説明します。この方法は、FileMaker Server と
ともにインストールされる「AutoUpdatePlugin.fp7」という名前のサンプルファイルに基づきます。 

概要
プラグインのバージョンチェックをデータベースに設定するには、クライアントがデータベースを開
くときに実行される簡単なスクリプトステップをいくつか作成する必要があります。 最初のスクリプト
ステップでは、FileMaker Pro で起動レイアウトを表示します。この起動レイアウトには、データベー
スのプラグイン必要条件に関するバージョン情報を保存するグローバルフィールドが含まれています。 
このスクリプトは「Run Plug-in Scripts」という名前のスクリプトを呼び出し、Run Plug-in Scripts は複数
のサブスクリプトを呼び出します。これらのサブスクリプトは、必要なプラグインの有無をクライア
ントコンピュータとサーバーコンピュータの両方で確認して、これらの場所に存在するプラグインの
バージョン番号を収集して比較し、必要に応じて更新されたプラグインをサーバーからダウンロード
します。

ファイルまたはフォルダ グループ アクセス権

プラグインの親フォルダ fmsadmin グループによる読み込みと実行

プラグインが含まれるサブフォルダ fmsadmin グループによる読み込みと実行

プラグインファイル fmsadmin グループによる読み込みと実行
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データベースでのプラグインのバージョンチェックの設定
1.  FileMaker Pro を使用してデータベースを開き、[環境設定 ] ダイアログボックスの [プラグイン ] タブ
で [Auto Update] プラグインを有効にします。

メモ   FileMaker Server Admin Console の、[データベースサーバー ] > [FileMaker Pro クライアント ]  タ
ブを選択し、[FileMaker Pro クライアントによって更新を自動的にダウンロードできるようにする ]を
有効するように サーバー管理者に依頼します。 

2.  次のフィールドとボタンが含まれるレイアウトを作成します。

1 グローバル格納オプションが定義された、プラグインのバージョン情報または結果コードを収集す
るためのフィールド

1 プラグインのバージョン情報ファイルを作成してサーバーに保存するスクリプトを手動で実行する
ためのボタン

必要なフィールドとボタンがすべて含まれるレイアウトの例については、「AutoUpdatePlugin.fp7」サ
ンプルファイルの「STARTUP」レイアウトを参照してください。

3.  FMSAUC_Version 関数を使用するスクリプトを作成します。この関数は、FileMaker Pro で使用可能な 

Auto Update プラグインの名前とバージョンを返します。 名前とバージョンの文字列が返されない場合
は、クライアントコンピュータに Auto Update プラグインがインストールされていないか、または無効
になっていると想定されます。

4.  YourPlugIn_Version 関数を使用して、クライアントコンピュータ上のプラグインのバージョンを確認
し、「Auto Update」レイアウトの「Local_Version」という名前のグローバルフィールドにバージョン情
報を保存するスクリプトを作成します。

スクリプトの構文については、「AutoUpdatePlugin.fp7」サンプルファイルの「Local Plug-in Check」ス
クリプトを参照してください。 YourPlugIn_Version 関数の説明は、サードパーティのプラグインのド
キュメントに含まれています。

5.  FMSAUC_FindPlugIn 関数を使用して、サーバーコンピュータ上のプラグインのバージョンを確認し、
「Auto Update」レイアウトの「Remote_Version」という名前のグローバルフィールドにバージョン情報
を保存するスクリプトを作成します。

スクリプトの構文については、「AutoUpdatePlugin.fp7」サンプルファイルの「Remote Plug-in Check」ス
クリプトを参照してください。 FMSAUC_FindPlugIn 関数の詳細については、14ページの「FMSAUC_ 

FindPlugIn」を参照してください。

6.  バージョン情報を数字形式に変換して、結果を「Auto Update」レイアウトの別のグローバルフィール
ドに保存するスクリプトを作成します。

クライアントコンピュータとサーバーコンピュータから収集されたプラグインのバージョン情報を比
較するために、このように数字形式に変換する必要があります。

スクリプトの構文については、「AutoUpdatePlugin.fp7」サンプルファイルの「Get Version Numbers」ス
クリプトを参照してください。 GetAsNumber 関数の詳細については、FileMaker Pro ヘルプを参照して
ください。
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7.  クライアントコンピュータのバージョンが存在しないか、または古い場合に、サーバーコンピュータ
からプラグインをダウンロードするためのスクリプトを作成します。

スクリプトの構文については、「AutoUpdatePlugin.fp7」サンプルファイルの「Download Plug-In」スク
リプトを参照してください。 FMSAUC_UpdatePlugIn 関数の詳細については、15ページの
「FMSAUC_UpdatePlugIn」を参照してください。

8.  次の処理を実行するための「親」スクリプトを作成します。 

1 クライアントコンピュータに Auto Update プラグインが存在していて有効になっていることを確認
する

1 前の手順で作成した、バージョンチェックとダウンロードを行う個々のスクリプトを実行する

スクリプトの構文については、「AutoUpdatePlugin.fp7」サンプルファイルの「Run Plug-in Scripts」スク
リプトを参照してください。 FMSAUC_Version 関数の詳細については、14ページの
「FMSAUC_Version」を参照してください。
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外部関数
自動更新機能は、次の外部関数で構成されます。

メモ   これらの関数は、コンピュータに Auto Update プラグインがインストールされていて、 
[環境設定 ] の [プラグイン ] タブで有効に設定されている場合にのみ、FileMaker Pro で使用できます。

FMSAUC_Version
構文 FMSAUC_Version()

引数 定数の整数 ; 0

戻り値のデータタイプ テキスト

説明 この関数は、クライアントコンピュータ上の現在のユーザの FileMaker 
「Extensions」フォルダにある Auto Update プラグインから名前とバージョンの
文字列を返します。 文字列が見つからない場合は、クライアントコンピュータ
に Auto Update プラグインがインストールされていないか、または無効になっ
ていると想定されます。

例 FMSAUC_Version(0)

FMSAUC_ FindPlugIn
構文 FMSAUC_FindPlugIn（"プラグイン名 "）

引数 プラグイン名 － プラグインファイルの名前。 引数はダブルクォーテーション
で囲む必要があります。

戻り値のデータタイプ テキスト

説明 この関数は、FileMaker Server の「AutoUpdate」フォルダまたはデフォルトの
データベースフォルダにあるプラグインバージョンの一覧が含まれる文字列
を返します。 プラグインが見つからない場合は、-1 を返します（マイナ
ス １）。

FileMaker Server は、２か所でプラグインを検索します。 最初は、ホストされ
ているデータベースが含まれるフォルダと同じフォルダにある「AutoUpdate」
フォルダを検索します。 そのフォルダでファイルが見つからない場合は、
FileMaker Server のデフォルトのデータベースフォルダ内にある「AutoUpdate」
フォルダを検索します。

関数 機能
FMSAUC_Version クライアントコンピュータ上の現在のユーザの FileMaker「Extensions」フォルダに存

在する Auto Update プラグインの名前とバージョンを返します。 バージョンが返されな
い場合は、クライアントコンピュータにプラグインがインストールされていないか、
または無効になっていると想定されます。

FMSAUC_FindPlugIn サーバーコンピュータ上の「AutoUpdate」フォルダまたはデフォルトのデータベース
フォルダ内にあるプラグインバージョンの一覧が含まれる文字列を返します。 文字列
が返されない場合は、サーバーコンピュータ上にプラグインが存在しないと想定され
ます。

FMSAUC_UpdatePlugIn サーバーコンピュータ上の「AutoUpdate」フォルダまたはデフォルトのデータベース
フォルダからプラグインファイルをダウンロードします。ファイルをダウンロードで
きない場合は、エラーコードを返します。
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例 次の例は、[フィールド設定 ] スクリプトステップ内で外部関数 
FMSAUC_FindPlugIn を指定する方法を示します。 この [フィールド設定 ] スク
リプトステップにより、計算式の結果を１つのフィールドに返すことができ
ます。 スクリプトステップおよび FileMaker Pro の関数の詳細については、
FileMaker Pro ヘルプを参照してください。

フィールド設定 [dbname::Remote_Version; 
FMSAUC_FindPlugIn("SamplePlugIn")]

この例では、バージョンが次の形式で返されます。
1.0 1.2 1.5 2.0 3.3...

FMSAUC_UpdatePlugIn
構文 FMSAUC_UpdatePlugIn（"プラグイン名バージョン "）

引数 プラグイン名バージョン － ダウンロードするプラグインまたはサポートファ
イルの名前、およびプラグインのバージョン番号。 引数はダブルクォーテー
ションで囲む必要があります。

注意   プラグイン名とバージョン番号の間にスペースが必要です。

戻り値のデータタイプ テキスト

説明 この関数は、指定されたプラグインまたはサポートファイルをサーバーコン
ピュータからクライアントコンピュータにダウンロードします。 FileMaker 
Server は、２か所でプラグインを検索します。 最初は、ホストされているデー
タベースが含まれるフォルダと同じフォルダにある「AutoUpdate」フォルダ
を検索します。 そのフォルダでファイルが見つからない場合は、FileMaker 
Server のデフォルトのデータベースフォルダ内にある「AutoUpdate」フォルダ
を検索します。

例 FMS_UpdatePlugIn（"SamplePlugIn 1.5"）。

現在のユーザの FileMaker「Extensions」フォルダに同じ名前のファイルがある
場合は、「Extensions￥Saved」フォルダに移動されます。 このファイルがプラ
グインの場合は、移動の前に FileMaker Pro で無効に設定されます。 新しくダ
ウンロードされたファイルがプラグインの場合は、現在のユーザの FileMaker
「Extensions」フォルダにコピーされて有効に設定されます。

ファイルが正常にダウンロードされた場合、この関数は０（ゼロ）を返し
ます。 その他の場合は、次の表に示すエラーコードを返します。
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ダウンロード処理中にエラーが発生した場合、FMSAUC_UpdatePlugIn 関数は、すべてのファイルを、
関数呼び出しが実行されたときの状態に戻そうと試みます。 既存のプラグインが無効に設定されて
「Extensions￥Saved」フォルダに移動された場合、それらのプラグインは現在のユーザの FileMaker

「Extensions」フォルダに戻され、クライアントコンピュータ上の FileMaker Pro で再度有効に設定され
ます。

エラーコード 説明
   -1 ダウンロードするファイルがテンポラリフォルダにありません。

   -2 クライアントコンピュータ上に、古いプラグインまたはサポートファイルのバックアップを格納
する「Extensions￥Saved」フォルダを作成できませんでした。

   -3 クライアントコンピュータ上の置換されるファイルを現在のユーザの FileMaker「Extensions」
フォルダから削除できませんでした。

   -4 置換されるファイルを「Extensions￥Saved」フォルダに移動できませんでした。

   -5 ダウンロードされたファイルを現在のユーザの FileMaker「Extensions」フォルダにコピーできま
せん。

   -6 ダウンロードファイルはプラグインファイルでなければなりません。

    3 Auto Update プラグインが FileMaker Server Admin Console で無効にされています。

    5 FileMaker Server コンピュータ上の「AutoUpdate」フォルダにダウンロードファイルが見つかりま
せん。

    6 ファイルのダウンロード中に、FileMaker Server が実行されているコンピュータでエラーが発生し
ました。

100 FMSAUC_UpdatePlugIn の外部関数定義に無効な引数が含まれているか、または引数が含まれてい
ません。

101 クライアントコンピュータから FileMaker Server が実行されているコンピュータへの関数呼び出し
が失敗しました。 サーバーコンピュータで旧バージョンの FileMaker Server が実行されている可能
性があります。
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